
要 旨

知識同盟型ノウハウ共有支援システム

有瀬　和徳

近年，組織における情報共有への関心が高まっている．それに伴い，情報共有を支援する

様々な研究が進められてきている．

従来の情報共有支援方式は，閉鎖的な組織においての運用を目的としたものが多く，オー

プンな集団に対して適応させるには，いくつかの問題がある．例として，目的意識の異なる

メンバが多く集まる組織において，単純なカテゴリによる情報分類の不適切さは，煩雑な構

造をもたらす．

本論文では，集団に属するメンバの行動からそのメンバの興味を抽出し，類似する趣向を

もつメンバ同士で仮想的なコミュニティを形成することにより，情報共有を図る方式を提案

する．また，提案手法を実装したシステムを評価した結果として，メンバの興味が遷移して

いることや，本方式が集団内に発生する流行に追従することが可能であり，利用者にとって

有益な情報提供が可能である可能性を確認することができた．

キーワード ノウハウ，コミュニティ，情報共有，ナレッジマネジメント，グループウェア
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